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増 大 し て い る
．
ＰＶＬＥ （ｐａｐｕｌｏｖｅｓｉ㎝ｌａｒ １１ｇｈｔ ｅτｕｐ－

ｔｉ㎝） は， 最 近 注 目 さ れ て い る 光 線 過 敏 症 の １ つ で， 自

験 例 ３ 例 中 ２ 例 は テ ニ ス 後 に み ら れ た も の で あ る．

症 例 ：２９歳， 女 性． 現 病 歴 ：１５歳 頃 よ り 春 先 に テ ニ

スなどで露兇後， 両手背， 前腕伸側に
療痒を伴った丘

疹小水癌症の皮疹カ油 現するようになった． 皮疹は毎

年 ３， ４ 月 に 発 症 し， 秋 に 軽 快 す る． 現
症 ： 前 腕 伸 側

から屈側かけて粟粒大紅色小丘疹カミ散在している． 光

線テスト：腹部健常皮膚の同一箇所に ＵＶＢ の２ＭＥＤ

を ３ 日 問 連 続 照 射 し た．
照 射 終 了 の 翌 日， 照 射 野 に 一

致して療痒を伴う浮腫性紅斑と微細な小丘疹カミ誘発さ

れ た． な お 最 少 紅 斑 量
ＭＥＤ の 低 下 は な か っ た．こ の 誘

発皮疹の病理組織学的所見は，表皮の細胞内外の浮腫，

真皮乳頭層の浮腫と血管拡張， 表皮内への少数の小円

形細胞の侵入， 真皮浅層から中層の血管周囲性の小円

形細胞浸潤などであった． 以上の臨床なら
びに病理組

織 学 的 所 見 か ら 本 例 を ＰＶＬＥ と 診 断 し た． こ の 他 に も

同様の臨床所見と経過を示す２１歳女性，４０歳女性の２

例カミあ り， 光 線 テ ス ト で 同 様 の 皮 疹 の 誘 発 を み た の で

ＰＶＬＥ と 診 断 し た．

ＰＶ ＬＥ は， １９８５ 年
Ｅｌｐｅｍ ら カ

ミ 報 告 し た ｐｏ１ｙｍｏぎ一

ｐｈ ㎝ ｓｌ１ｇｈｔｅｒｕｐｔｉｏｎ の ｓｕｂｓｅｔ で，
２０歳 代 か ら５０歳 代

の 女性に多く， 季節的には春先に発症し秋に
軽快する

特 徴カミあ る． 露 光
当 日 の 夕 方 か ら 夜 に， 主 と し て 手 背

と 前 腕 伸 側 に， 療 痒 を 伴 う 粟 粒 大 の ｍｏｎｏｍｏｒｐｈ㎝ｓ

な， 融 合 し な い 丘 疹 小 水 癌 性 の 皮 疹カ
ミ多 発 す る． 富 元

ら は 本 症 を ３ 型 に 分 け， そ の 典 型 例 を タ イ
プ １， 初 診

時 に 皮 疹 を 欠 く 姻， 誘 発 で き る も の を タ イ プ ２， 湿 疹

型 を 呈 す る も の を タ イ プ ３ と し た． 自 験 例 は こ の 分 類

上 タ イ プ １ が ２ 例， タ イ プ ２ が １ 例 で あ っ た． 治 療 は，

遮 兇 に よ り 急 速 に 治 癒 し， ス テ ロ イ ド 剤 外 用 カ
ミ有 効 で

あ る． 今 後 ス ポ ー ツ に よ る 露 光 の 機
会 は 漢 す ま す 増 加

することが予想されるので， 本症も発症頻度が増大す

る と 考 え ら れ る．

５． 慢性閉塞性肺疾患における運動負荷時の酸素吸

入効果

（呼吸器セ ンター内科）

山 口 美 沙 子 ・ 吉 村 章 子 ・ 朝 戸 裕 子 ・

田窪敏夫・吉野克樹・金野公郎

〔目的〕 労作時息切れを訴乏る明らかな低酸素血症

を認めない慢性閉塞性肺疾患症例（以下ＣＯＰＤ症例）

において酸素吸入が自覚症状の改善をもたらすことは

臨 床 上， 度 々 経 験 す る． 今 回，
ＣＯＰＤ 症 例 に お い て，

運動負荷による換気量増大時の酸素吸入効果を検討し

た
．

〔対象および方法〕 対象は日常生活動作の範囲内で

息 切 れ が あ り 安 静 時 の ＰａＯ． ８０Ｔｏｒｒ 以 上 の 安 定 期 の

ＣＯＰＤ 症 例 ６ 例． 運 動
負 荷 は 自 転 車 エ ル ゴ メ ー タ ー を

用 い て， 各 症 例 毎 に 負 荷 量 設 定， ｓｙｍｐｔＯ㎜
１楡ｉｔ ま で

行 っ た． 測 定
パ ラ メ ー タ ー は 気 流 量（Ｖ）， 換 気 量（Ｖ），

心拍数 （ＨＲ）． 酸素飽和度 （Ｓａ０。）， 胸腔気量変化
量

（Ｖｒｃ）， 腹 腔 気 量 変 化 量（ｙａｂ）． Ｗｃ， Ｖａｂ は Ｋ ㎝ ｍ－

Ｍｅａｄ ダイ ア グ ラ ム 上 に 示 し て 換 気 パ タ ー ン を 検 討 し

た． 同
一条件の運動負荷を十分な間隔をおいて空気呼

吸 時 と１００％ 酸 素 吸 入 時 と で 施 行 し た．

〔結 果〕 空 気 呼 吸 時， ＳａＯ。は 安 静 時 平 均９７．０％ で，

運 動 申 止 時 に は 平 均９遂．３路 と 低 下 傾 向 は 認 め る も の の

１ 症 例 を 除 い て はｓｙｍｐｔｏ㎜ １ｉ㎜ｉｔ の 時 点 で ＳａＯ。は

９０％ 以 上．
酸 素 吸 入 時 は， 安 静 時 ＳａＯ。平 均９８．７％， 運

動 中 止 時 ＳａＯ。平 均９８．７路 と 殆 ど 不 変 で あ っ た． ２
症

例を除いた４症例で自覚症状の改善を認め， これらの

例では運動耐久時間は空気呼吸時平均３３４秒，酸素吸入

時 平 均５逐０秒 と 約五．６倍 延 長
し た．

胸 ・ 腹 壁 の 気 量 変 化

量から検討した換気パターンからは酸素吸入時は空気

呼吸時に比じ同一時間において吸気開始時の Ｖｒｃの

減少カミ認められず， 換気のループの開大も少ない非常

に 効 率 の よ い 呼 吸 で あ る こ とカミわ か っ だ．

〔考察〕息切れのある低酸素血症のないＣＯＰＤ症例

で酸素吸入カミもたらす効果を運動耐久時間，自覚症状，

および胸・腹壁の換気パターンがら検討した結果， 酸

素 吸 入 は 症 状 の 改 善 に 役 立 つ こ とカミ推 測 さ れ， ま た 酸

素の呼吸筋の動態に及ぼす作用カ泊 覚症状の改善をも

た ら す １ 因 子 で あ る 可 能 性 カミあ る と 考 え ら れ た．

６． Ｂ㎜ ㏄ ｐｒｏｔ㏄ｏ１ 完 走 考 に お け る 酸
素 摂 取 量

ファーストピーク値の検討
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〔目 的〕 Ｂｒ㏄ｅｐｒｏｔ㏄ｏ１完 走 者 に お け る 酸 素 摂 取 量

フ ァ ー ス ト ピ ー ク 値 （ＦＰＶ） を 検 討 し た．

〔方法〕 当科にお いて トレッドミ ル運動負荷 試験

（ｂｒｕｃｅｐｒｏｔ㏄ｏｌ） を 行 な っ た 小 児 の う ち， １０歳 以 上 の

心肺機能正常と判定できた２３名を対象とした． 対象群

を， 完 走 群 （２１分） １１名 （男 児
： ６ 名， 女 児 ： ５ 名），

非 完 走 群１２例 （男 児 ： ６ 名， 女 児 ： ６ 名） に 分 け 花．

年齢は両群間で差はなく， また肥満児は対
象には含ま

れていない．
完走群を運動熟練者として両者の酸素摂

取 量 ＦＰＶ を 比 較 検 討 し た． な お 完 走 者 は ほ と ん
ど 運

動クラブ所属者であった． 非完走者の運動持続時間は

一 ７８０ 一


